
2026年度 サステナビリティアクションプラン

部署名︓

課名 内外
区分

マテリアリティ
（重要課題） SDGs目標 サステナ影響 リスク 機会 コミットメント 具体的アプローチ

（アクションプラン）

7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
13.(気候変動に
具体的な対策
7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
13.(気候変動に
具体的な対策
7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
13.(気候変動に
具体的な対策
7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
13.(気候変動に
具体的な対策

安定的な調達・
供給 バリューチェーン

気候変動への
取組み GHG排出量

海外ビジネス戦略パートナー企業との協業を通じ、グリーン
＆バイオ溶剤の製造・販売に向けた取組みを推進する

環境配慮型製品の開発・販売に関する取組み状況に加え、協
業による事業化推進状況および新規案件・参画機会の創出8 化成品課 外部の

課題
安定的な調達・
供給

7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
リーンに)

バリューチェーン

環境配慮型製品の需要拡大を
踏まえた差別化および新規顧客
開拓

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

環境負荷の少ない原料・商品への切替提案を通じ、サス
テナビリティ配慮製品の取扱拡大に向けた取組みを推進す
る

低環境負荷製品への切替・導⼊実績に加え、提案活動および
商流転換の推進状況、ならびに新規取引機会の創出状況

環境配慮要請への対応遅れに
よる競争⼒低下および取引機
会の逸失

グリーンケミカル需要の拡大を背
景とした新規事業創出および付
加価値向上

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

7 化成品課 外部の
課題

安定的な調達・
供給

7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
リーンに)

バリューチェーン
環境配慮要請への対応遅れに
よる競争⼒低下および取引機
会の逸失

6 化成品課 外部の
課題

7.(エネルギーを
みんなに。そしてク
リーンに)

エネルギー需給構造の変化、環
境規制強化による供給への影
響

循環型物流ニーズの⾼まりを踏
まえた効率化および差別化機会
の創出。⻄でも供給源確保。

環境配慮型物流システムへの
寄与

資源の有効活⽤と環境配慮型の物
流の確⽴を通じた、気候変動への対
応と環境負荷の低減への取組み

ドラムのリサイクル/リデュース/リユース（3R）を推進し、物
流効率化および供給体制の最適化に向けた取組みを実
施する

３R品の使⽤率、溶剤取扱い商社との太いパイプを⽣かした輸
送効率化や供給最適化に関する取組みを通じたGHG削減実
績。

GHG削減実績、物流効率化に向けた取組みの実施状況に加
え、供給体制の最適化および関連取引機会の創出

5 化成品課 外部の
課題

気候変動への
取組み

12.(つくる責任、
つかう責任) 気候変動への適応

⽯油・⾦属業界の外部環境悪
化に伴う新規梱包材の価格上
昇、調達難

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

バイオ由来機能性アルコール原料の取扱・販売を通じ、環
境配慮型製品の供給および普及に向けた提案活動を推
進する

資源の有効活⽤と環境配慮型の物
流の確⽴を通じた、気候変動への対
応と環境負荷の低減への取組み

供給拠点の多岐化、スワップによる陸上輸送の削減を通
じ、エネルギー供給の最適化および環境負荷低減に向けた
取組みを推進する

4
フェノール・エ
ポキシ硬化
剤原料課

外部の
課題

安定的な調達・
供給 バリューチェーン 価格競争による事業性の不確

実性

環境配慮製品への需要拡大を
背景とした差別化および新規取
引機会の創出

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

バイオ由来ポリマー原料の取扱に向け、メーカー・ユーザーと
の連携を通じた供給体制の構築および提案活動を推進す
る

取扱および販売実績に加え、供給体制構築および提案活動の
推進状況、ならびに新規案件・参画機会の創出状況

これまでの開発・トレードでの実績を活かした、環境負荷が少ない
低炭素製品の提案・採⽤に向けた取組み推進状況、ならびに新
規取引機会の創出状況

3 ウレタン原料
課

外部の
課題

安定的な調達・
供給 バリューチェーン 市場形成の遅れに伴う事業機

会の喪失
脱炭素・バイオ化の進展を背景
とした新規市場の創出

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

ISCC PLUS認証品（バイオ由来製品）の取扱いを通
じ、環境配慮型製品の供給および普及に向けた取組みを
推進する

2 アクリル課 外部の
課題

安定的な調達・
供給 バリューチェーン

環境配慮要請への対応遅れに
よる競争⼒低下および取引機
会の逸失

環境配慮型製品の需要拡大を
踏まえた差別化および新規顧客
開拓

⽣物・植物由来の原料を⽤いた化学
品の開発および供給を通じた、環境
配慮型化学品の安定供給体制の構
築と普及への取組み

植物由来原料を⽤いたアクリル系原料及びその原料の取
扱を通じ、環境配慮原料を供給する

販売実績に加え、当該原料の安定供給に向けた取組みの推進
状況、ならびに新規案件・参画機会の創出状況

販売数・導⼊実績に加え、顧客提案および採⽤に向けた取組み
の実施状況、ならびに新規取引機会の創出状況

ポリマー原料事業部

成果指標

1 アクリル課 外部の
課題

安定的な調達・
供給 バリューチェーン

原料調達環境の変化（規制
強化等）に伴う供給不安定
化、調達コスト上昇

環境配慮化学品の需要取り込
みに伴う新規調達機会および供
給機能の強化


